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エイズ予防指針に基づく対策の評価と推進のための研究1

わが国におけるエイズ対策はいわゆるエイズ予防指針に沿って展開されている。本研究班で
は平成 30年改定の現エイズ予防指針に基づき、陽性者を取り巻く課題等に対する各種施策
の効果等を経年的に評価し、一元的に進捗状況を把握し、課題抽出を行い、次回改定に資す
ることを主たる目的とする。具体的には「エイズ予防指針の施策実施の評価と課題抽出に関
する研究（研究分担者：四本美保子）」内に各分野専門家で構成される委員会を設け、課題一
覧の作成、課題一覧とこれまでの事業及び研究、各種ガイドラインとの関連性の整理、課題
の抽出等の作業を段階的に進める。可能であれば各種課題の解決策の検討を行う。予防指針
の改定においても、HIV 陽性者のケアカスケードの推計と将来予測は重要であり、「日本に
おけるケアカスケードの推定に関する疫学研究（西浦博）」で実施する。最近、効果に優れた
ARTによって「U=U」という臨床研究に裏打ちされた新しい考え方が出現し、HIV 感染症の
イメージを大きく変えつつあり、倫理的側面からの研究を含め「HIV 領域の倫理的課題に関
する研究（大北全俊）で実施する。治療によって慢性疾患となり、感染性も実質的に無視出
来るまでになっている事を、国民の大半が正しく理解していないことが前回の世論調査で示
され、有効な啓発方法の検討を「一般若年層を対象とした有効な啓発方法の開発研究（江口
有一郞）」で行い、有効であれば予防指針に提示する。医療現場でも未だにHIV に対する診
療忌避が散見され、医学生や薬学生への卒前・卒後のHIV 教育プログラムの必要性を「医学
教育に効果的なHIV 教育プログラムの開発研究（渡部健二）」あるいは「薬剤師のHIV 感染
症専門薬剤師育成プログラムの開発研究（桒原健）」で検討する。研究成果を基に一般診療医
あるいは医学生の卒前卒後教育にも役立てる手引きを作成する。最終的にエイズ施策推進に
資する事とする。加えて「HIV感染血友病患者の救急対応の課題解決のための研究（日笠　聡）」
で凝固異常症の救急診療をより適切に実施するための解決策を講じることを検討する。

研究目的
研究1（四本）わが国のエイズ対策は「後天性免疫

不全症候群に関する特定感染症予防指針（以下、エ
イズ予防指針）」に沿って講じられ定期的に見直し
が行われている。次回の指針改正に向けて、HIV 陽
性者を取り巻く課題ごとに平成 30 年改正エイズ予
防指針（以下、現エイズ予防指針）に基づく各種施
策の検討、効果の評価、進捗状況の把握と課題抽出
を行う。 研究2（西浦）わが国でのいわゆる 90－90
－90 の各割合を定量化し、流行対策の策定支援の
基盤的データを提供する。特に新型コロナウイルス

感染症の流行下における行政検査低下の影響も加味
した定量化を行う。 研究3（大北）医療従事者等へ
の HIV 陽性者の診療の手引き作成や予防指針改正
などに資するべく、HIV 対策の倫理的な課題を明確
化し取り組みの方向性を提示する。 研究 4（江口）
HIV 検査の啓発における Twitter の有用性および、
Twitter に LGBTQ のインフルエンサーが存在する
かを検証し、その影響力を調査する。 研究5（渡部）
大阪大学の医学教育に効果的な HIV 教育プログラム
を導入することにより、HIV 知識の定着および HIV
診療への意識変容を導く。 研究 6（桒原）大阪医科
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薬科大学での薬学教育および卒後の薬剤師養成課程
における HIV 感染症認定・専門薬剤師育成プログ
ラムと、その評価方法の開発を行う。 研究 7（白阪）
高校での授業を補完する e ラーニングサイトを開発
し、エイズ予防指針に示された教育機関等での普及
啓発に資する。あわせて費用対効果の高い啓発方法
を検討する。研究8（日笠）血友病等の凝固異常症患
者が、心疾患、脳血管疾患、外傷などの合併症で救
急搬送され出血治療に不可欠な凝固因子製剤が、搬
送先施設になかったり、治療経験のある医師がいな
いこともしばしばであり、本研究では凝固異常症の
救急診療をより適切に実施するための解決策を講じ
ることを目的とする。

研究方法
研究1　エイズ予防指針を構成する各分野（青少

年・MSM、予防啓発、検査、臨床、倫理、HIV 陽
性者、倫理、行政など）の専門家から成る委員会で、
現エイズ予防指針と施策との繋がり、ガイドライン
等の策定状況について評価し、課題の洗い出しを行
う。必要に応じ関連する各研究班の専門家に意見を
伺いながら進める。研究2　エイズ発生動向調査に
基づく観察データを利用して、これまでに定式化・
論文発表を行った拡大逆計算手法を適用し、時刻あ
たりの新規 HIV 感染率と診断率の推定を実施する。
研究3　記述倫理的研究（国内報道記事見出し調査・
一般医療者に対する意識調査）及び規範倫理的研究

（守秘義務等の患者医師関係に関する倫理的課題や
ポリシーにおける人権事項の位置付け、U=U に関す
る文献研究）を行う。 研究4　厚生労働省が公表し
た HIV 陽性者に関する報告、及び総務省が公表した
国内のソーシャルメディア利用状況に関する調査に
基づいて検証を行うと共に、HIV 検査の啓発キャン
ペーンに用いた Twitter アカウント「@osaka_hiv」
のフォロワーを抽出し、調査を行う。研究5　大阪
大学医学部学生を対象としたスパイラル教育介入研
究（1 年次、4 年次、6 年次学生を対象とした HIV
教育プログラム）を展開し、授業前後でアンケート
調査を行い、その意識変容を調べる。研究6　病院、
薬局で実務実習を行う学生、並びに認定資格取得を
目指す現場の薬剤師に対する教育プログラム（学習
方略）の試案を作成し、試行した結果の解析・評
価から、教育プログラムの最終版を確定する。研究
7  e ラーニングサイト開発にあたり高校保健教育教
諭にアンケート調査を実施する。啓発活動において
は費用対効果の高い方法、媒体等を検討する。研究
8  緊急時患者カードを作成し、患者および診療医に
配布する。あわせて本カードの携帯意義、合併症の

治療可能な血友病診療拠点病院への定期的受診の勧
めなどを記載した主治医宛と患者宛のレターも配布
し、緊急時に受け入れ可能な施設を患者自らが確保
するよう啓発する。

（倫理面への配慮）
HIV 陽性者へのアンケート調査などでは、「人を

対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」
を遵守する。

研究結果
研究 1　各分野の専門家から現状の課題として

U=U などの新たな知見を明記する必要性、PrEP、
郵送検査、治療、診療拒否、スティグマ、NGO 支援、
保健所支援、学校教育などについての提言を得た。
現エイズ予防指針の前文および第六 人権の尊重 に
関しての議論を行った。HIV 陽性者を次期改正時の
検討委員に加える必要性が示された。研究2　新型
コロナウイルス感染症の蔓延によって保健所を中心
とした相談 ･ 検査件数が都市部を中心に激減してい
た。検査の減少を加味しつつ推定値をアップデート
する作業のための新しいモデルの定式化を行った。
新規 HIV 感染者数は継続的に減少傾向であると考え
られた。研究3　記述倫理的研究のうち国内報道記
事調査では 1992 年の記事数ベースアップの主要因
や全体的傾向性を学会で発表した。一般医師対象調
査は、倫理審査承認後に今年度中の調査実施を予定
し、規範倫理的研究では人権事項の位置付けや U=U
等の文献を調査した。研究4 　HIV 感染者は 20 代
かつ男性に多く、国内 Twitter ユーザーは 10 代 20
代かつ男性に多かった。@osaka_hiv のフォロワー
数は 2021 年 11 月時点で 1,874 件であり、そのうち
13 件はフォロワーを 1 万から 10 万未満を有するイ
ンフルエンサーであり、中に LGBTQ のインフルエ
ンサーも含まれていた。また、@osaka_hiv のフォ
ロワー数の合計は 1,411,712 件に及んだ。研究5　令
和３年度は、1 年次学生を対象に啓発を目的とした
90 分のオンライン講義、4 年次学生を対象に HIV 診
療の最新知識を伝授する 1 時間の対面講義、6 年次
学生を対象に、HIV 診療の問題点を抽出する 3 時間
の対面演習を行った。授業前後でアンケート調査を
行った。回答率は低学年で高く、高学年で低かった。
研究6　今年度、認定資格取得を目指す薬剤師に対
する学習方略の試案、および薬学生向けの講義資料、
現場の薬剤師向けの HIV 感染症に関する講義資料、
教育用資材を作成した。また、米国セントルイス・
ワシントン大学が公開している PrEP に対する薬剤
師ツールキットの翻訳を実施した。研究7　HIV 検
査普及週間及び世界エイズデーに際し、FM 放送を
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用いエイズに関する情報を、10 代に人気の番組前後
の時間帯で実施した。中・高校の保健体育科学習指
導要及び教科書、教師用指導書等の内容から、e ラー
ニングシステムに関する情報を収集した。研究8　
作成した緊急時患者カードおよび、主治医宛と患者
宛のレターを、血友病診療拠点病院、患者団体、製
薬メーカーなどを通じて配布した。

考 察
研究1　他のエイズ研究班の専門家からも意見を

伺い、議論を深めることができた。研究2　HIV 感
染者数と検査率の両方の推定に基づく診断者割合の
継時的推定基盤を構築した。今後、疫学研究データ
を基に推定手法の改善を図り、あわせて裏付けと
なる献血者における感染リスクなど別途の推定手
法とデータ分析体制の構築に努める。研究3　国内
報道記事調査からは HIV/AIDS に関する報道情報
のアップデートに乏しい可能性が析出された。HIV
ポリシーにおける人権事項の位置付けについては、
WHO 及び UNAIDS と日本の予防指針との位置付け
の違いについて検討を要するものと考える。研究4  
HIV 感染者と国内 Twitter ユーザーの属性が近いこ
とから、Twitter を用いた HIV 検査の啓発は適切と
考えられる。また、Twitter は 10 代男性に多く使わ
れていることから、20 代で感染のピークを迎える前
に予防啓発を行う手段としても適正と考えられる。
@osaka_hiv をフォローするインフルエンサーが 13
件存在し、そのうち LGBTQ のインフルエンサーも
存在したことから、Twitter のターゲティング機能
を用いて似たようなユーザーやそれらをフォローす
るユーザーにリーチすることが可能と考えられる。
研究5　3 学年を対象に、計画通り HIV 教育プログ
ラムを展開し、授業前後でアンケートを実施した。
来年度以降も HIV 教育プログラムを展開する予定で
あるが、アンケート回答率の向上が課題である。研
究6　学習方略の試案と教育用資材を作成したこと
で、次年度に向けた準備を整えることができた。次
年度、実際に薬学生並びに薬剤師教育に使用するこ
とで、方略と教育用資材の有用性を検討する。研究
7　番組終了後エイズ予防財団の YouTube 動画の
視聴数が一時上昇したが、効果を測る指標の検討が
必要である。　研究8　緊急時患者カードを救急隊
に提示した場合、希望する病院に搬送可能かどうか

（県を超えた搬送等を含む）、あるいは搬送先に薬剤
がなかった場合の対策などの医療体制の解決策も講
じていく必要がある。

自己評価
1）達成度について
研究1　現時点で今年度の目標の 8 割程度であり

令和 4 年 2 月の会議で 10 割の予定。研究2　概ね予
定通りに進捗している。研究3　年度初めに計画し
ていた事項について概ね順調に遂行することができ
た。研究 4　今年度の目的は達成できた。研究 5　
HIV 教育プログラムは計画通り導入され、アンケー
ト調査も滞りなく実施された。 研究 6　研究計画
に従って、今年度は学習方略の試案と教育用資材を
作成することができた。また PrEP についても、検
討のための基礎資料を作成した。研究計画は予定通
り達成できたものと考える。研究7　若者に人気の
番組前後の時間帯に啓発コーナーを設けることによ
り、対象への知識提供が行えたと考える。また 4 回
にわたり実施することで、知識の定着が期待できた。
e ラーニングサイトの開発に向け一定の情報収集が
できたが、具体的な開発に着手できなかった。研究
8　緊急時患者カードおよび、主治医宛と患者宛の
レターを配布できた。今後、血友病などの凝固異常
症の救急医療体制の残された課題と解決策の検討が
必要と考える。

2） 研究成果の学術的・国際的・社会的意義について
研究1　近年の新しい知見に基づいて新たな課題

を抽出することは社会的意義が大きい。研究2　わ
が国における 90－90－90 の核を成す推定値の提供が
可能であり、日本における学術研究成果の国際的説
明責任を果たす役割を担う。研究3　これまで行わ
れることの少なかった倫理的論点に関する調査研究
であり、国際的な議論の動向を踏まえ、かつ社会学
等専門の研究者の協力を得ながら実施するため、意
義及び科学的妥当性は十分にあるものと考える。研
究 4　インフルエンサーを活用することで今まで
リーチできなかった層に HIV 検査啓発を行うことが
でき、HIV 感染予防につながる。研究5　大学医学
部の医学生が卒業して医師免許を取得した後は、ど
この医療機関に従事しても、HIV 感染者を適切に診
療することが出来ると期待される。研究6　大学や
卒後教育において、現在、HIV 感染症認定・専門薬
剤師育成プログラムは存在しないことから、学術・
教育的意義は大きい。薬局薬剤師については厚労省
の「患者のための薬局ビジョン」において、HIV 感
染症患者に対する高度薬学管理機能が提言されるな
ど、達成の社会的意義は大きい。研究 7　e ラーニ
ングシステムを利用した HIV 感染症予防教育は費用
対効果が高いと考える。研究8　緊急時患者カード
の所持や血友病診療拠点病院への定期的受診につい
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ての意識付けができることは、血友病などの凝固異
常症の救急診療体制をよりよく改善できる可能性が
有り、社会的意義は大きい。

3）今後の展望について
研究1　新型コロナウイルスの影響による早期診

断の遅延とそれに対応する検査へのアクセス改善と
確定診断へ繋げる方策、暴露前予防についてなど来
年度以降の議論を加え、予防指針改定に資する検討
資料を整備する。研究2　推定値の妥当性検証や異
なる観察データを利用した不確実性への対処、地域
別の推定など、基盤構築への貢献が期待される。研
究 3　意識調査の分析などを経ながら HIV に関す
る報道の傾向性や一般医療者の意識を明確にし、ま
た倫理的論点に関する規範的議論の概要を踏まえる
ことで、倫理的・科学的妥当性のある有用な手引き
の作成や指針の改正点の提言などを行う。研究4　
LGBTQ インフルエンサーを活用した啓発手法が確
立するか否かを検討していく。研究5　来年度以降
も同様の HIV 教育プログラムを提供する。今年度は
パイロット研究であり来年度から本格的な研究と位
置付けており、来年度は研究審査委員会にて本研究
を審査、承認いただき、アンケート結果の分析を始
める。研究6　今年度作成した方略や教育用資材を
用いて、次年度研究協力施設において試行し、作成
した方略や教育資材について評価し適宜修正を加え
た上で、試行についてとりまとめを行う予定である。
研究7　対象に応じた効率が良く、効果的な教育・
情報提供システムの開発と啓発のさらなる検討が必
要である。研究8　緊急時患者カードが提示された
場合の救急隊の対応や、この緊急カードによって搬
送先の救急医療施設がどの程度拠点病院と連携可能
かなどを吟味し、よりよい血友病救急医療体制を構
築する必要がある。

結 論
研究1　HIV 陽性者を含む各分野の専門家による

議論は重要であり、多くの視点による現状の変更必
要な点の抽出を引き続き行う。研究2　HIV 感染者
数と検査率の両方の推定に基づく診断者割合の継時
的推定基盤を構築し、新規 HIV 感染者数は継続的
に減少傾向であると考えられた。研究3　一般社会
及び医療者対象の情報提供や診療手引き、ひいては
予防指針での倫理・人権課題の提示のあり方につい
て、日本の現状調査の結果を踏まえつつ国際的な議
論を参照しながら検討することを要する。研究4　
Twitterを用いたHIV検査の啓発手法は有効であり、
LGBTQ のインフルエンサーを用いた手法も期待で

きる。研究5　今年度、大阪大学の医学生を対象に
HIV 教育プログラムが予定通り導入された。来年度
以降もプログラムが提供されるとともに、医学生に
おける HIV 知識の定着および HIV 診療への意識変
容に対する効果が検討される予定である。研究6　
HIV 感染症に関わる薬剤師に対して教育を行うこと
で、服薬アドヒアランス低下による治療の失敗を防
ぎ、医療費の抑制、並びに、将来の日本のエイズ予
防対策にも寄与できるものと考える。研究7　10 代
の若者を対象に、HIV 検査普及週間及び世界エイズ
デーに際し、FM 放送を用いた予防啓発を行い、高
校生世代に向けた e ラーニングシステムに関する情
報を収集した。研究8　本研究により、血友病など
の凝固異常症の救急診療体制を改善するための第一
歩が踏み出せたと考えられる。

知的財産権の出願・取得状況　（予定を含む） 
服薬支援管理システム：先行研究（国立研究開発

法人日本医療研究開発機構エイズ対策実用化研究事
業「服薬アドヒアランス向上に関する研究」）にて
特許出願（特願 2017-020927）した。
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14.PMID: 34125369 Free PMC article. Review.
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8 ● 令和 3年度 厚生労働科学研究費補助金エイズ対策政策研究事業

症例 . 感染症学会雑誌 95(3): 319-323, 2021 年 5 月
20 日

5. Kato T, Yoshihara Y, Watanabe D, Fukumoto M, 
Wada K, Nakakura T, Kuriyama K, Shirasaka 
T, Murai T. Neurocognitive impairment and 
gray matter volume reduction in HIV-infected 
patients.  J Neurovirol. 2020 Aug; 26(4):590-601. 
Epub 2020 Jun 22.

6. 白阪琢磨：HIV の新常識、適切な治療続ければ「感
染しない」、朝日新聞、2020 年 12 月 1 日
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